


の水を含まない場合と全 く逆に,圧力の増大とと

もにフオルステライ トの初相領域は拡大 し,エ ン

スタタイトのそれとの境界は S io2に富む側 に移

動する。この結果により,島孤系や大陸縁にみら

れるカルクアルカリ岩系のマグマの成因と,こ れ

らの地域の前縁で沈み込む古い海洋プレート中に

含水鉱物として保持されている水が脱水反応に

よって放出される過程とが結びつくこととなり,

プレートテク トニクスの発展にも関連 してその地

球科学的意味は大きく,そ の後の多 くの発展的研

究の基礎をきずいた。この業績にはもう 1つ の重

要な意味があった。高水圧下でのメル トの関与す

る系の実験は,そ れまで含水鉱物が関与 した場合

にほとんど限 られていた。これに対 して,こ の実

験では含水鉱物はあらわれない。水が加わること

によって生 じるメル トそのものの構造変化が相平

衡図に直接的に表現されて くるのである。このこ

とが次の第二期 (1975年以降)の研究につながる。

珪酸塩メル トの高圧下における構造変化及び密

度 ,粘性率 ,拡散係数等の物理的性質に関する実

験的研究である。天然のマグマに近い多くのメル

トの粘性率が ,圧力とともに減小することが確立

されたのは特に重要であろう。マントルにおける

部分溶融で生 じたマグマの濃集と上昇,上部マン

トルや下部地殻の層状構造の成因に関 して重要な

パラメーターを提供 した。これらの研究の過程で

多くの新 しい実験技術が開発されたことはいうま

でもない。現在この分野は ,久城教授とそれにつ

ながる日米両国のグループの独壇場である。久城

教授は以上の他にも,マ ントルざくろ石かん らん

岩,ス ピネルかんらん岩の相平衡,諸輝石の安定

領域 ,月 の玄武岩や大洋底玄武岩の成因,隕石中

のコンドリュールの生成環境の推定など,数多く

の,主 として実験岩石学上の業績をあげておられ

る。

共同研究ももちろん多いが,主要なお仕事は ,

ほとんどすべて御自身が実験されたものである。

現在 も高圧下のメルト中のSi,Na,0の拡散の実

験を,こ のところかなり進行 した老眼にむち打 っ

て (上眼使いに)と り組んでおられる。行動の人

である。

久城教授の研究の特色は “要領のよさ"に ある。

これなくして,こ んなに多 くの業績 は不可能で

ある。この “要領のよさ"は ,複雑な自然系の間

題点をみぬき,本質を損わず単純化 し,簡単な系

の問題に帰着せ しめる天才的な洞察力と,やみく

もに強行突破を試みるのではなく,極めてエレガ

ントに実行する秀れた
α
計算力"と をあわせたも

のとほゞ同義であろう。凡人のな し得る業ではな

い 。

以前は,ほとんどの実験はカーネギー研究所で

行われて,東京におられる間は,次の問題を煮つ

めておかれ, ワシントンに着かれた翌日から猛然

と実験をはじめられるのが常であ ったが,近年 ,

地質学教室でもようや く実験設備がととのい,御

自身の研究のみならず,若い研究者がどんどん実

験出来るようになったことは大変よろこば しいこ

とである。

授賞決定のとき,筆者はパ リにあって最近帰 日

したのであるが,門下生はまだ授賞のお祝いがで

きないで困 っていた。その話を持ち出すととたん

に御機嫌が悪 くなるので誰 も言い出せなくなって

しまったとのことである。筆者が改めてお願いし

ても,ど うして もいやだとおっしゃる。要するに

我々の前でテレておられるだけのことらしいのだ

が,ど うしようもない。初めてのことでまわりも

不慣れであ った。久城教授はまだ48才 とお若 く,

これか らも次々とすばらしい業績をあげられ,い

ろいろと授賞される機会 も多いだろうか ら,こ の

次からは,ま わりでうまく立ち回 って有無をいわ

さず盛大なお祝いをやって しまおうと思 っている。
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